
平成３０年度 第２回熊本県道路メンテナンス会議  
 

日 時：平成３０年１１月 ２日（金）  

場 所：熊本県建設技術センター  

１３：３０～ (２時間程度) 
 
 

議  事  次  第 
 

１．開  会 

 

２．挨  拶 

 

３．議  題 
（１）道路メンテナンス年報の公表                   資料① 

 

（２）H26～H29年度点検実施状況及び点検結果（九州・各県）        資料② 

 

（３）H26～H28年度点検施設に対する修繕着手率（九州・各県）     資料③ 

                    

４．意見交換・その他 

 

５．閉  会 
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平成２９年度 舗装の点検実施状況と点検結果《九州》

○舗装の平成29年度の点検実施率は約９％
○アスファルト舗装で修繕段階Ⅲ（損傷レベル大）の延長の割合は約３８％、
コンクリート舗装で修繕段階Ⅲ（損傷レベル大）の延長の割合は約０％

【5年間の点検計画と点検実施状況】
（国土交通省管理）

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

※延べ車線延長：点検対象となる車線延長の合計
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある

【健全性判定区分の割合】（国土交通省管理）

※延べ車線延長：点検対象となる車線延長の合計
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある

83%

(約10km)

17%

(約2km)

0%

(約0km)

判定Ⅰ

判定Ⅱ

判定Ⅲ

H29年度

舗装（Co）

約12km

アスファルト舗装の
健全性判定区分

（延べ車線延長ベース）

コンクリート舗装の
健全性判定区分

（延べ車線延長ベース）

47%

(約240km)

16%

(約80km)

37%

(約190km)

1%

(約4km)

判定Ⅰ

判定Ⅱ

判定Ⅲ-1

判定Ⅲ-2

H29年度

舗装（As）

約500km

区分 状態

Ⅰ 健全
損傷レベル小：管理基準に照らし、劣化の程度が小さく、舗装表
面が健全な状態

Ⅱ 表層機能保持段階 損傷レベル中：管理基準に照らし、劣化の程度が中程度

Ⅲ

修繕段階
損傷レベル大：管理基準に照らし、それを超過している又は早期
の超過が予見される状態

Ⅲ－１ 表層等修繕
表層の供用年数が使用目標年数を超える場合（路盤以下の層が
健全であると想定される場合）

Ⅲ－２ 路盤打換等
表層の供用年数が使用目標年数未満である場合（路盤以下の層
が損傷していると想定される場合）

区分 状態

Ⅰ 健全
損傷レベル小：目地部に目地材が充填されている状態を保持し、路盤以下への雨水の
浸入や目地溝に土砂や異物が詰まることができないと想定される状態であり、ひび割
れも認められない状態

Ⅱ 補修段階
損傷レベル中：目地部の目地材が飛散等しており、路盤以下への雨水の浸入や目地
溝に土砂や異物が詰まる恐れがあると想定される状態、目地部で角欠けが生じている
状態

Ⅲ 修繕段階

損傷レベル大：コンクリート版において、版央付近又はその前後に横断ひび割れが全
幅員にわたっていて、一枚の版として輪荷重を支える機能が失われている可能性が高
いと考えられる状態、または、目地部に段差が生じたりコンクリート版の隅角部に角欠
けへの進展が想定されるひび割れが生じているなど、コンクリート版と路盤の間に隙間
が存在する可能性が高いと考えられる状態

＜アスファルト舗装＞ ＜コンクリート舗装＞
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平成２９年度 小規模附属物の点検実施状況と点検結果《九州》

○小規模附属物の平成29年度の点検実施率は約１０％
○損傷が大きい（判定区分e）の施設の割合は約２％

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

【平成29年の点検実施状況】
（国土交通省管理）

【損傷度の判定区分割合】
（国土交通省管理）

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある

管理者
区分

管理
施設数

詳細点検
実施数
（H29）

点検
実施率

国土交通省 86,900 8,900 10% 平成29年度

小規模附属物

約8,900施設

75％

（約6,700）

22％

（約2,000）

2％

（約200）

a（損傷が認められない）

c（損傷が認められる）

e（損傷が大きい）
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平成２９年度 土工構造物の点検対象施設数《九州》

○約１，５００施設の土工構造物を管理

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

【土工構造物の管理施設数（点検対象施設数）】

管理者区分 管理施設数

国土交通省 約1,500 
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3%

10%

13%

H26 H28

15%

40%

27%

H26 H28)

26 28 H29

H26 765 572
H27 548 342
H28 684 319
H26 298 180
H27 397 132
H28 479 110
H26 3,528 471
H27 4,135 414
H28 4,873 288
H26 5,130 1,064
H27 9,550 1,223
H28 12,051 1,089

H26 28 7,225 1,808
H26 28 10,893 290
H26 28 53,172 566
H26 28 128,048 2,413

H26 H28
62%

H26 H28
36%

H26 H28
9%

H26 H28
13%
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平成２６～２９年度 点検実施状況《九州》

○平成26～29年度の累積点検実施率は、橋梁約８０％、トンネル約６６％、道路附属
物等約８１％

【５年間の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※H30年3月末時点の施設数（H31.3末までに廃止予定等の施設数及び H31以降点検予定の施設数は除く）に対する点検実施率

資料②
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49%

3%

38%

43%

58%

49%

8%

39%

14%

0.1%

0.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

橋梁

（84,547）

トンネル

（1,126）

道路付属物等

（2,348）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

平成２６～２９年度 点検結果《九州》

○平成26～29年度の点検の結果、早期に修繕が必要な施設の割合は、
橋梁で約８％、トンネルで約３９％、道路附属物等で約１４％

【橋梁、トンネル、道路附属物等の判定区分の割合（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年～Ｈ29年度の点検結果の合計値による割合
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【最優先で点検すべき橋梁の点検計画と累積点検実施率（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

○平成26～29年度の累積点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約８４％、跨
線橋約８１％、緊急輸送道路を構成する橋梁約８２％

平成２６～２９年度 最優先で点検すべき橋梁 点検実施状況《九州》

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※H30年3月末時点の施設数（H31.3末までに廃止予定等の施設数及び H31以降点検予定の施設数は除く）に対する点検実施率
※跨線橋には、横断歩道橋（跨線橋）を含む
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26%

28%

45%

49%

61%

51%

46%

43%

13%

21%

9%

8%

0.00%

0.00%

0.01%

0.08%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋

（1,441）

跨線橋

（852）

緊急輸送道路を構成する橋梁

（13,865）

（参考）全橋梁

（84,547）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

平成２６～２９年度 最優先で点検すべき橋梁 点検結果《九州》

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

○跨線橋は、早期に修繕を行う必要があるものの割合が約２１％と、橋梁全体の割
合約８％を大きく上回っている

【最優先で点検すべき橋梁の診断結果（全道路管理者合計）】

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年～Ｈ29年度の点検結果の合計値による割合
※跨線橋には、横断歩道橋（跨線橋）を含む -11-



平成２６～２９年度 点検実施状況《熊本県》

○平成26～29年度の累積点検実施率は、橋梁約７１％、トンネル約７９％、道路附属
物等約７４％

【５年間の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※H30年3月末時点の施設数（H31.3末までに廃止予定等の施設数及び H31以降点検予定の施設数は除く）に対する点検実施率
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62%

1%

47%

31%

57%

46%

6%

41%

8%

0.1%

0.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

橋梁

（14,324）

トンネル

（232）

道路付属物等

（248）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

平成２６～２９年度 点検結果《熊本県》

○平成26～29年度の点検の結果、早期に修繕が必要な施設の割合は、
橋梁で約６％、トンネルで約４１％、道路附属物等で約８％

【橋梁、トンネル、道路附属物等の判定区分の割合（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年～Ｈ29年度の点検結果の合計値による割合
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出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

○平成26～29年度の累積点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約８５％、跨
線橋約８４％、緊急輸送道路を構成する橋梁約７７％

平成２６～２９年度 最優先で点検すべき橋梁 点検実施状況《熊本県》

【最優先で点検すべき橋梁の点検計画と累積点検実施率（全道路管理者合計）】

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※H30年3月末時点の施設数（H31.3末までに廃止予定等の施設数及び H31以降点検予定の施設数は除く）に対する点検実施率
※跨線橋には、横断歩道橋（跨線橋）を含む
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35%

33%

63%

62%

58%

54%

30%

31%

7%

13%

6%

6%

0.00%

0.00%

0.00%

0.10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋

（149）

跨線橋

（97）

緊急輸送道路を構成する橋梁

（1,951）

（参考）全橋梁（14,324）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

平成２６～２９年度 最優先で点検すべき橋梁 点検結果《熊本県》

出典：九州地方整備局調べ（H30.3時点.）

○跨線橋は、早期に修繕を行う必要があるものの割合が約１３％と、橋梁全体の割
合約６％を大きく上回っている

【最優先で点検すべき橋梁の診断結果（全道路管理者合計）】

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年～Ｈ29年度の点検結果の合計値による割合
※跨線橋には、横断歩道橋（跨線橋）を含む
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九州の措置状況

着手率（B/A）

H26 171 156

H27 36 17

H28 15 7

H26 52 33

H27 53 24

H28 81 11

H26 312 30

H27 458 28

H28 429 2

H26 702 206

H27 1,450 161

H28 1,312 74

修繕が必要な
施設数(A)

修繕に着手
済みの

施設数(B)

国土交通省

高速

都道府県・政令市等

市町村

点検実施
年度

91%
47%
47%

63%
45%

14%
10%
6%
0%

29%
11%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○平成２６～２８年度に点検を実施した橋梁のうち、次回点検までに措置を構ずべき橋梁（判定区分Ⅲ・Ⅳ）における修
繕に着手した割合は、現時点で、国土交通省管理で８１％、地方公共団体管理で１０％程度。

○ライフサイクルコストの縮減に向け、予防保全型（判定区分Ⅱ）の修繕に移行する必要があるものの、現時点では事
後保全型（判定区分Ⅲ・Ⅳ）の修繕よりも予防保全型の修繕に着手した割合は低い状況。

事後保全型（判定区分Ⅲ・Ⅳの修繕）
（H26～H28）

※平成26～28年度に判定区分Ⅱ、Ⅲ、Ⅳと診断された施設のうち、 修繕（設計を含む）に着手した割合（H29年度末時点）
※判定区分 Ⅰ：健全 、 Ⅱ：予防保全段階 、 Ⅲ：早期措置段階 、 Ⅳ：緊急措置段階

Ⅲ・Ⅳ判定の橋梁における点検年次別修繕着手率

H26～H28
81%

H26～H28
37%

H26～H28
5%

H26～H28
13%

Ⅱ判定の橋梁における修繕着手率

予防保全型（判定区分Ⅱの修繕）
（H26～H28）

着手率（B/A）

国土交通省 H26～H28 637 173

高速 H26～H28 1,167 12

都道府県・政令市等 H26～H28 5,800 81

市町村 H26～H28 17,725 301

点検実施
年度

修繕が必要な
施設数(A)

修繕に着手
済みの

施設数(B)

27%
1%
1%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15%

22%

41%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

橋梁

(5,071)

トンネル

(278)

道路附属物等

(222)

2%

8%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

橋梁

(25,329)

トンネル

(353)

道路附属物等

(890)

資料③
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熊本県の措置状況

着手率（B/A）

H26 47 47

H27 5 1

H28 6 1

H26 3 1

H27 5 1

H28 3 0

H26 19 0

H27 65 0

H28 52 0

H26 81 7

H27 224 5

H28 180 4

市町村

国土交通省

高速

都道府県・政令市等

点検実施
年度

修繕が必要な
施設数(A)

修繕に着手
済みの

施設数(B)

100%
20%
17%

33%
20%
0%
0%
0%
0%
9%

2%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

○平成２６～２８年度に点検を実施した橋梁のうち、次回点検までに措置を構ずべき橋梁（判定区分Ⅲ・Ⅳ）における修
繕に着手した割合は、現時点で、国土交通省管理で８４％、地方公共団体管理で数％程度。

○ライフサイクルコストの縮減に向け、予防保全型（判定区分Ⅱ）の修繕に移行する必要があるものの、現時点では事
後保全型（判定区分Ⅲ・Ⅳ）の修繕よりも予防保全型の修繕に着手した割合は低い状況。

事後保全型（判定区分Ⅲ・Ⅳの修繕）
（H26～H28）

※平成26～28年度に判定区分Ⅱ、Ⅲ、Ⅳと診断された施設のうち、 修繕（設計を含む）に着手した割合（H29年度末時点）
※判定区分 Ⅰ：健全 、 Ⅱ：予防保全段階 、 Ⅲ：早期措置段階 、 Ⅳ：緊急措置段階

Ⅲ・Ⅳ判定の橋梁における点検年次別修繕着手率

H26～H28
84%

H26～H28
18%

H26～H28
0%

H26～H28
3%

Ⅱ判定の橋梁における修繕着手率

予防保全型（判定区分Ⅱの修繕）
（H26～H28）

10%

47%

60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

橋梁

(690)

トンネル

(36)

道路附属物等

(15)

1%

6%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

橋梁

(3,239)

トンネル

(52)

道路附属物等

(89)

着手率（B/A）

国土交通省 H26～H28 50 35

高速 H26～H28 201 0

都道府県・政令市等 H26～H28 627 0

市町村 H26～H28 2,361 13

点検実施
年度

修繕が必要な
施設数(A)

修繕に着手
済みの

施設数(B)

70%
0%
0%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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